
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止「きずな」アクション 

仙台市立寺岡中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「絆守（きずなもり）の会」 

自ら考え，自ら決定し，自ら行動できる生徒の育成 

寺岡中学校では，「絆守（きずなもり）の会」という縦割り活動を６月と１１月の年２回

実施しました。絆守（きずなもり）の会では，生徒会活動，学級でのプログラム委員会，

学校生活や学校行事における縦割り活動を通して，生徒間の関りを深めながら，互いを認

めあえる人間関係と学校風土の醸成を目指しています。  

絆守の会では，話し合いのテーマがあり，そのテーマについて異年齢集団のグループ（５

～６人）で意見やアイデアを出し合い，共有する活動を行います。今年度は，寺岡小学校

の６年生も参加して，どのような文化祭にしていきたいかと生徒心得（校則）の見直しを

当事者意識を持って全校生徒で行いました。これから学校生活で送っていくうえで，生徒

が主体となって考えた文化祭や生徒心得（校則）を大切にして生活していきたいと思いま

す。 

子どもたちからの声 

 絆守（きずなもり）の会では，安心した雰囲気の中で，一人一人が自由に意見を出し合

えました。先輩や後輩の意見をじっくり聞くことができて，様々な考えを共有することで，

自分では思いつかなかった考えやアイディアを得ることができました。 

 異年齢集団での話し合い 


